
VAST/toOpenMP 自動並列化ツール

HPC Solution

■ VAST/toOpenMP

VAST/toOpenMP は、プログラムの並列実行構造を自動で解析し、

OpenMPディレクティブをプログラムに挿入し、並列実行可能なコ

ードに変換します。

ユーザは、VAST/toOpenMPの出力する変換コードを使用し、OpenMP

対応の並列コンパイラによって高度な自動並列処理を可能とします。

シリアル（非並列化）

プログラム VAST
パラレル（並列化）

プログラム

VAST/toOpenMP は、プログラム中の並列ループや並列実行領域に

OpenMP ディレクティブを挿入するだけでなく、Fortran プログラ

ムの実行性能を向上させるプログラムの最適化も行います。

COMMON ブロックの MODULE への変換、Array 構文ループの変換、

Free/Fixedフォーマットの対応、GOTO構文の再構成などを行うこ

とで、プログラムの実行性能の向上を図ります。

ソースからソースへの変換

オリジナルのプログラムを入力し、並列化されたプログラムを得る

例: old Fortran to new Fortan 90, loops to array syntax.

VAST/toOpenMPによる自動並列化プロセス

VAST/toOpenMP 自動並列化解析リスト

VAST/toOpenMPシステムは、従来のコンパイラシステムよりもはる

かにハイレベルな解析と最適化・並列化を実行します。ループネ

スト全体を完全に解析し、最適な構築を可能にします。高度なデ

ータ解析技術を駆使して、最適化・並列化処理に関して、プロシ

ージャ間の境界を越えた最適化の実行も可能です。

プログラムの並列実行構造の自動解析による並列

化支援

オーバーヘッドの実行を低減するための並列化領  

域の拡張

複数のループを統合し、並列実行領域を自動で拡

張可能

リダクション演算の認識と最適な並列リダクショ

ン演算

並列実行領域でのプライベート配列の解析によっ

て、ループ間でのデータ利用の最適化

ループの融合や交換による最適化

同期化を低減する最適化バリア

■VAST/toOpenMP の特長
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OpenMPでのプログラミングの経験の有無に関わらず、

並列処理が可能です。また、VAST/toOpenMPの実行

に際しては、VASTに対するディレクティブなどの

指定によって、更に、最適化・並列化を促進する

ことも可能です。

VAST/toOpenMPシステムは、SGI® Altixシステムの

共有メモリシステムとしてのスケーラビリティを容

易に引き出し、プログラムの実行速度の向上を図る

ことが可能です。VAST/toOpenMPを使うことで、容

易に、また、短時間で並列化コードを開発すること

が可能になります。並列化コードによって、SGIの

Altixシステムの性能をより一層引き出すことも可

能となり、より多くのコードが、その高いスケーラ

ビリティの恩恵を受けることが可能となります。
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■ SGI Altix 3000 シリーズ

SGI Altix 3000 シリーズは、SGIが独自に開発した

グローバル共有メモリを実現するSGI NUMAflex™ ア

ーキテクチャに基づく、SGI としては第 3 世代の

NUMAシステムです。SGI Altix 3000 シリーズは、

NUMAアーキテクチャにIntel社が開発した次世代64 

ビットマイクロプロセッサIntel® Itanium® 2 プロ

セッサを搭載し、標準の64ビットLinuxを OS とし

て採用した最新の大規模並列計算機システムです。

システムは、SGI の高速インターコネクトである

SGI NUMAlink™によってLinux®カーネルのスケーラ

ビリティ（シングルシステムイメージ：SSI）とし

て、64 プロセッサ（このサイズは、将来的には、

拡張される予定です。）を実現し、この 64プロセ

ッサを計算ノードとし、最大2048プロセッサまで

NUMAlinkでの接続が可能となります。


